
  

 

 

 

 

 

桜舞う春。1年のスタートです。 

校長 南川 貴子 

保護者の皆様、お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。 

春休みの間に、校庭の桜はつぼみから満開へと咲き誇りました。昨年度の1年生が大切に植えたチューリップは、きれ

いな花を咲かせ、春の訪れを楽しむかのように、軽やかな風がその花々を揺らしています。色鮮やかな草花が、この1年

の始まりを彩っています。 

潮小学校は、今年度91名の1年生を迎え、全校児童626名、26学級、教職員約60名で令和7年度がスタートします。 

新学期を迎えるにあたり、３日に、新５・６年生が登校し、新学期に向けて机やいすの移動、入学する１年生の教室準

備等をしてくれました。毎日通っていたはずなのに、机といすだけになった教室はガランとして、どことなく知らない教

室のような雰囲気がしています。4 月、皆さんが揃うと、教室に息が吹き込まれ、温かい温度を感じる居場所へと変化し

ていきます。子どもたちは、慣れない手つきで一生懸命に机を運んでくれました。また、心を込めて入学式の準備や掃除

をしてくれました。「手が痛い。」といいながらも、次に次にと仕事を探す子どもたちの姿勢は、潮小学校を支える高学年

の自覚が芽生えているなと感じ、とてもうれしく思いました。 

新しく始まる一年、子どもたちにとって教室が居場所となり、やってみたいこと新たなことに挑戦する1年となるよう、

教職員一同力を合わせて取り組んでまいります。 

保護者のみなさま、地域のみなさま、潮小学校の子どもたちが健やかに成長していきますよう見守っていただきますと

もに、これまで通りのご理解と温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                               

≪新５・６年生が準備をしました≫ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欠席連絡について 

学校を欠席する場合は、必ずご連絡ください。連絡は、ミマモルメ、スタディプラン（1 年生は連絡帳）でお願いいた

します。やむを得ず電話をする場合は、8時15分から30分までにお願いいたします。 

 

短縮時間割のお知らせ 

月に数回、短縮時間割を使用する日があります。授業時間や時数は変わりませんが、下校時刻が、２０分から３０分ほ

ど早くなります。教師の指導力向上及び、児童理解の推進のための研修や研究会、学期当初や学期末などの校務処理・会

議等がある場合に設定いたします。短縮時間割を実施する日は、学校だより、学年だより、スタディプランなどでお知ら

せいたしますので、ご確認いただきますようよろしくお願いいたします。また、学年ごとの行事や、講師を招いた研究授

業の際は、別途、下校時刻を変更する場合がありますので、学年だより、スタディプランなどでの確認をお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

勤務時間と電話の自動音声サービス応対時間について 

 本校における教職員の勤務時間は、8時15分から 16時 45分となっています。また、定時退勤日を木曜日に設定し

ています。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

尼崎市の全小中学校では、勤務時間外の電話応対を自動音声サービスで案内しています。本校の自動音声での案内時

間は、夕方17時30分から朝8時15分までとなっておりますので、電話で応対する時間は、平日8時15分から17時

30 分までとなります。ただし、学校行事等で連絡が必要な場合などは、電話応対時間を変更する場合があります。場

合によっては、17時30分以降に、学校からご家庭に電話をする場合もございます。ご理解のほどよろしくお願いいた

します。なお、休業期間中の電話応対時間は、平日8時15分から16時45分となっています。 

学校だより ４月号                    令和７年（２０２５年）４月７日 
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通常 短縮校時 

うしおのよいこ 

ありがとうをうむ 「３つのあ」 

あ･･･あいさつ「あいさつをする」 

あ･･･あつまり「集合時間を守る」 

あ･･･あとしまつ「くつをきちんとそろえる」「使ったものをかたづける」といった

当たり前のことを当たり前にきちんとできる子 


